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研究開発 全体目標 
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モデル地区の設定～島根県浜田市弥栄自治区 

世帯数591戸
人口1,494人
高齢化率43.4％
面積105.5k㎡
人口密度14.2人/k㎡
*2010年国勢調査

＜生活施設＞
小学校１、中学校１
公民館２、役場支所１
診療所１

1960年人口 5,288人
1970年人口 2,853人
2005年人口 1,612人

↓（想定）
2050年定住人口5,444人

＊日本の平均人口密度（343
人/k㎡）→36,154人居住
＊世界の平均人口密度（47
人/k㎡）→4,959人居住
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■モデルエリア（島根県浜田市弥栄自治区）

パートナー 
エリア 

27集落 

1960年人口 5,288人 
1970年人口 2,853人 
2005年人口 1,612人 
2010年人口 1,494人 
↓（想定） 
2050年人定住口5,444人 
＊日本の平均人口密度（343
人/㎢）→36,154人居住 
＊世界の平均人口密度（47人
/㎢）→4,959人居住  



現状（2010年） 弥栄自治区 全国中山間地域 比率
人口（人） 1,494 1,470万 9836倍

面積（km2） 105.5 27万 2573倍

人口密度（人/km2） 14.2 54.1 3.82倍
高齢化率（％） 45.7 31.1 0.68倍
耕地面積（ha） 238 185万 7756倍
林野面積（ha） 9,095 2,163万 2379倍

全国の中山間地域の「１万分の１」モデル＝弥栄自治区 

①典型的な中山間地域の一次生活圏 
②高度経済成長期の「過疎」発祥の地 
③90年代におけるＵ・Ｉターンの経験 

持続性ある人口還流をテーマ 
とする本プロジェクトに適合 
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プロジェクトの全体フロー 

領域目標１ 定量性ある温暖化対策シナリオ

領
域
目
標
２

地
域
の
内
発
力
の
形
成
を
重
視
し
た
解
決

領域目標３
全国展開シナリオ
ＣＯ２削減削減効果

① 『郷』モデルの提示（定量分析編）

③地域への「誇り」と「可能性」の共有

① 『郷』モデルの提示（生業づくり編）

②地域主体の人口還流の手法開発

④人材育成システムの提示

⑤『郷』の全国的な連携・普及

●エネルギー・食料の資源量・供給能力分析

●人口還流シミュレーション

●新たな拠点・ネットワーク構想

●人口還流を支える地域内経済循環

●「郷」モデルによるCO2削減効果

●「地元学」による地域の内発力形成
★出発点

●「小規模・分散性」に根ざした生業づくり
＜農業編＞、＜食編＞、＜林業・エネルギー編＞

●小さな社会技術の開発検討～発電、交通、金融

●近隣都市とのパートナーエリア形成

●地域住民の自律性、内発性に基づく人口還流

●人的ネットワーク構造の底力と進化

●「新たな結節機能」の社会実験

●複合型人材育成システムの開発と普及

●全国展開に向けた総括シナリオ

地域社会の持続可能
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パートⅠ 「地域からの定量性のある温暖化対策
シナリオ」の策定・研究開発 

 
研究開発目標① 

中山間地域における脱温暖化・環境共生社会の基本単位＝
『郷』モデルの提示（定量分析編） 

＜１＞人口還流の基盤となるエネルギー、食料の資源量ならびに供給能力の分析 
  
＜２＞人口還流シミュレーション～「1集落1年1組」方式 
  
＜３＞新たな拠点・ネットワーク構想シミュレーション～「郷の駅」＋「Our Car」 
  
＜４＞人口還流を支える地域内経済循環の構築 
  
＜５＞「郷」モデルによるCO2削減効果の分析 
 



＜１＞基盤となるエネルギー・食料は、6,000～12,000人分供給可能 

実
施
項
目 

①環境容量の把握 
→過去人口の分析 
 
②食料の供給能力 
→石高、耕作放棄地、農地マップ 
 
③エネルギーの供給能力 
→森林ＧＩＳ、法正林化 

●弥栄自治区の過去人口推移 

●耕作放棄地仕分け調査 

●森林ＧＩＳによる資源分析 



・弥栄自治区の人口定常化には、若者・子連れ夫婦・定年夫婦各3組の還流増が必要。 
・今後、「1集落1年1組」方式で人口還流増加を図ると2050年居住人口は5,444人。 
・5,444人の内訳（一般居住者4,751人、研修生603人、二地域居住人口実質90人） 
・これに加えて、パートナーエリア参画人口が2,830人（食料の供給能力から逆算） 

●人口還流増加シナリオ＜人口還流増加組数＞ 
①20代前半の男女 9組（計18名） ②30代前半夫婦と4歳以下の子供2人 9組（計36名）  
③60代前半夫婦 9組（計18名） 合計 27組 （計72名）＊全27集落で年1組の人口還流増加 
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＜２＞「1集落1年1組」の還流で2050年には、5,444人の居住人口 



＜３＞次世代の交通システムは、「郷の駅」と「Our Car」 

●「郷の駅」構想 

●「郷の駅」＆ 「Our Car」 

コミュニティ
行政

教育 医療
福祉レストラン、パブ

給食センター

ゲートウェイセンター

交通 定住 観光案内

直売市
加工、販売

金融郷の駅

地方都市
中心部

電気 our car １号

情報

電気 our car ２号

ひと・もの・エネルギー
金・情報をつなぐ
「結節機能」としての
中心広場をつくる！！

ディマンド型の
新交通システム
で人もモノも

幹線との
結節点整備

ゆったりした
域内循環系
フロー

速い幹線系
フロー

エネルギー
ステーション

エコ、リサイクル
ステーション

防災＆土木
ステーション

営農・里山
ステーション

集落Ａ

集落Ｂ

集落Ｃ

「薪の駅」
ＥＶチャージ

郷の
駅

郷の
駅

郷の
駅

2008アワーカー交通システムシミュレーション
〔概略図〕

集落

浜田駅
浜田自治区

弥栄自治区

郷の駅（支所）

集落 集落

アワーバス
～1時間に1回浜田
駅と郷の駅を往復
（12往復／日）

アワータクシー
（10人乗）

基本的に最短
ルートを通る

アワーバス（30座席）

アワータクシー
（10人乗）

集落内は走行距離
3kmで集約を行う
（14回／日）

アワータクシー
～1時間に1回集落と郷の駅を
往復（13往復／日）
・基本的に集落に1台配備

アワーバス、アワータクシー共通項

・業務系貨物サービス5種について
は複合輸送を行う

・通勤、通学で朝は混雑を予想
朝の時間帯2往復に臨時便
→徒歩外従業者等数（H12国調）か
ら、必要な臨時台数を算出
（本システムに必要な車両数を算出）

基本的な考え方
①移動したいときに移動できる
⇒最低でも1時間に1回の移動機会確保
②自家用車ゼロを想定

目的地割合
【約29.7％】

目的地割合

【100 ％】=必ず経由

車
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＜４＞定住人口増加と地域内調達率向上による地域内経済循環の活性化効果 

●詳細な家族類
型別の項目別支
出額と域内調達
率の現状把握 

単位：円

①夫婦のみ世帯（65
歳未満の者含む）

②夫婦のみ世帯
（65歳以上）

③夫婦と子供か
らなる世帯

④ひとり
親世帯

⑤核家族以
外の世帯

⑥単独世帯
（65歳未満）

⑦単独世帯
（65歳以上）

米、粉、雑穀 25,384 36,523 17,606 6,777 17,606 12,692 18,261
パン 27,211 21,916 28,809 25,739 28,809 13,606 10,958
めん類 15,257 12,863 25,790 5,749 25,790 7,629 6,432
インスタント食品・冷凍食品 11,484 11,460 20,884 19,575 20,884 5,742 5,730
生鮮野菜・キノコ 35,777 37,336 55,034 25,438 55,034 17,889 18,668
野菜加工製品 23,522 37,283 33,302 29,659 33,302 11,761 18,641
果物 9,504 23,304 26,695 9,665 26,695 4,752 11,652
牛乳・乳製品・卵 25,022 28,212 49,806 32,566 49,806 12,511 14,106
肉・肉加工製品 34,454 70,054 78,358 43,622 78,358 17,227 35,027
魚・魚加工製品 27,196 91,880 44,838 35,802 44,838 13,598 45,940
油・調味料 42,657 51,004 39,802 21,391 39,802 21,328 25,502
お菓子 44,813 48,445 62,919 63,457 62,919 22,407 24,222
総菜おかず・弁当・ﾃｲｸｱｳ 51,245 52,284 41,342 56,044 41,342 25,622 26,142
コーヒー豆粉・ココア粉・茶・紅茶 11,698 16,581 8,931 9,836 8,931 5,849 8,290
飲料 32,581 19,947 34,081 24,364 34,081 16,290 9,973
アルコール飲料 25,783 76,009 26,404 1,380 26,404 12,891 38,004
その他 7,602 10,302 25,212 5,874 25,212 3,801 5,151
（外食（給食､賄い以外）） 81,543 48,315 19,826 43,443 19,826 40,772 24,157
灯油代（暖房、給湯） 42,952 65,459 19,214 28,484 19,214 21,476 32,729
（ガス代） 68,383 45,291 52,038 79,924 52,038 34,192 22,645
（ガソリン代・軽油代（車）） 273,029 235,472 265,479 54,314 265,479 136,515 117,736
（電気代） 69,399 159,172 132,329 77,627 132,329 34,700 79,586
（光熱費その他） 3,825 20,463 56,820 1,633 56,820 1,912 10,231

資料１）中山間地域居住世帯年間支出調査で得たサンプルデータより作成

食
料

燃
料

支出項目

●人口増加、パー
トナエリアへの供
給、地域内調達率
の向上による所得
増加予測→ 

定住を支える扶養
可能人口予測 



2050年 
中山間地域   5,444万人 
都市地域   4,071万人 
 うちパートナーエリア人口 
         2,870万人 
 うち二地域居住人口 
         1,080万人 
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＜５＞地元循環圏＋人口還流によるCO2削減効果の分析 

2050年 わが国全体の削減率 
 
●人口還流あり   ８０％ 
（含むパートナーエリア、二地域居住） 
 

●人口還流無し   ６４％ 
 



パートⅠ 「地域の内発力の形成を重視した、地域
課題創出・解決法」の研究開発 

 
＜対応する研究開発目標＞ 

①中山間地域における脱温暖化・環境共生社会の基本単位＝
『郷』モデルの提示（生業づくり編） 

②地域に対する「誇り」と「可能性」の共有に基づく主体的参画
と次世代の担い手像の提示 
③地域が主体となった人口還流の手法開発 

＜１＞「地元学」を軸とした地域の内発力形成と「郷開き」プロセス 
＜２＞中山間地域の「小規模・分散性」に根ざした生業づくり～「農業」編 
＜３＞中山間地域の「小規模・分散性」に根ざした生業づくり～「食」編 
＜４＞中山間地域の「小規模・分散性」に根ざした生業づくり～「林業」・「エネルギー」編 
＜５＞近隣都市とのパートナーエリア形成 
＜６＞地域住民の自律性、内発性に基づく人口還流方式「集落つながり定住」の手法開発 
＜７＞小さな社会技術の開発検討～発電、交通、金融 
＜８＞地域社会における人的ネットワーク構造の底力と進化 
＜９＞「新たな結節機能」の社会実験～「郷づくり事務所」の役割と発展ステージ 



＜１＞ 「地元学」を軸とした地域の内発力形成と「郷開き」プロセス 

「地元学」で自信と誇り
を取り戻す！ 
 

「ここには何もない」から「ここ
で一緒に暮らそう」へ 

●集落での絵地図発表 

●地元学の調査風景 

●「ええとこ歩き」（集落案内）の組織設立 



＜２＞中山間地域の「小規模・分散性」に根ざした生業づくり～「農業」編 

●240種類の栽培・生産品目 

●暮らし・自然とつながる有機農業 

●兼業型就農コースの新設 

＊集落ごとの 
品目数 

●
若
手
農
家
と
兼
業
農
業

研
生
に
よ
る
共
同
作
業 



＜３＞中山間地域の「小規模・分散性」に根ざした生業づくり～「食」編 

実
施
項
目 

①鳥獣害抑制作物の栽培試験 
②加工食品開発による農産資
源の利用法の模索 

③パッケージデザイン等の提案
④地域内外の交流による効果
の検証（食の案内等） 

●多彩な調理加工品の開発 

●鳥獣対策を組み合わせた放棄地活用 

●「食の案内」の試行～新たな流通 

＊集落ごとの 
品目数 

写真1  電気牧柵機設置ヤーコン栽培試験

区（2012年5月撮影） 

写真2 試験区への出没

が確認されたイノシシ 

1ヤーコンの
クランブル

25トマト
ピューレ

3そうめん瓜の
米粉ピザ

9カボチャとタマネ
ギのスープ

2ヤーコンボール 4そうめん瓜
のジャム

18スイカ糖 19スイカ糖
のチャツネ

20ドライナス

6ペポカボチャ
のジャム

10春のタル
トケーキ

11夏のタ
ルトケーキ

24ドライトマト

16冷やしぜんざい 17夏野菜の
重ね焼き

21ナスの麹漬け 22ナスのジャム 23チキンソ

テーのナスの
ソースあえ

5そうめん瓜
のパイ

7ペポカボチャの米

粉のロールケーキ
(生クリーム)

8ペポカボチャの米

粉のロールケーキ
(抹茶クリーム)

26ベイクド
チーズケーキ

27レアチーズ
ケーキ

12秋のタ
ルトケーキ

14冬のタ
ルトケーキ

15乾燥トマト

と乾燥ナスの
リゾット

13秋のタルト
ケーキ2

28Valentine 
cake1

29Valentine 
cake2

図6 一人の生産者との連携により、2012年の間に誕生した調理加工品

一人の生産者との連携により、2012年の
間に誕生した調理加工品 

 
 

野菜ソムリエコミュニティしまねからの参

加者と白濱夫妻 

スーパーIと河野さん 

調理加工品の移動販売 O氏と王子さん カフェレストラン Aと白濱さん 



＜４＞中山間地域の「小規模・分散性」に根ざした生業づくり～「林業」・「ｴﾈﾙｷﾞｰ」編 

●「薪割り会」の様子 

●「やさか森づくりの会」の活動 ●「木出し会」の活動 

＊集落ごとの 
品目数 

●「弥栄産薪ストーブ」の自主開発 



＜５＞近隣都市とのパートナーエリア形成 

●「防災ステーション」の設置 

●「軽トラ市」の活動風景 

●備蓄用の焼き米の共同製造 

＊集落ごとの 
品目数 

●新規定住者も参加・活躍 

http://www.yasaka-mura.com/archives/149/s-dsc00225


＜６＞地域住民の自律性、内発性に基づく人口還流方式「集落つながり定住」 

●移住の手引き（弥栄全体） 

●「集落一文字憲章」づくり 

●暮らしの覚え書き（集落単位） 

＊集落ごとの 
品目数 

小坂集落では、集落内外の人に、集落の価値観を 
提示する「一文字憲章」＝「和」を制定 

●弥栄自治区の定住事業と連携 



①中山間地域には、濃密かつ多様な住民間のネットワークが存在 
②この多角的なネットワークが小規模・分散的そして多彩な資源、暮らしを支える原動力 
③地元の人的ネットワークの中に人口還流し、定着することが極めて重要（５合目効果） 
④支援人材配置は、単独配置ではなく、「郷づくり事務所」のような複数人員体制が有効 

郷づく
り事務
所

192の 
人的ネットワーク 

＜７＞地域社会における人的ネットワーク構造の底力と進化 



＜８＞「新たな結節機能」の社会実験～「郷づくり事務所」の役割と発展ステージ 

実
施
項
目 

①情報共有機能の展開 
→「やさか新聞」、専用ＨＰ等 
の広報活動 
②コーディネート機能の展開 
→「やさか楽校」等の場づくり 

③郷づくり事務所が果たした結
節機能の検証 

●のべ32回、520名参加のやさか楽校 

●毎月全戸配布で好評のやさか新聞 

＊集落ごとの 
品目数 

世代間・集落間・新旧住民をつなぐ 

住民

行政
郷づくり
事務所

農業

食

都市
共生

森
ｴﾈﾙｷﾞｰ

人材
育成

定住

①住民・行政と
三角形

②一歩踏み出
す後押し役

③分野を循環、
連鎖反応

●「郷づくり事務所」の結節機能の新規性 



広域合併 
分野縦割り 

予算・人員削減 

小
規
模
・分
散 

的
資
源
・居
住
分
布 

地域 
住民 

＜発展ステージ０＝社会実験開始前の課題状況＞ 

 
行政 

都市 
住民 

2015年危機 
昭和一けた引退 

伝統的 
つながり衰退 
自信の低下 

2015年危機 
団地高齢化 

集中型国土の限界 
地球 
温暖化 

大規模
災害 

二極構造は、両者の「つなひき」、「押し付け合い」 

二極構造の課題 
→両者の「つなひき」、「押し付け合い」に
なりがち 
→多角的なネットワーク構造が必要 



小
規
模
・分
散 

的
資
源
・居
住
分
布 

地域 
住民 

＜発展ステージⅠ＝地域内のつながり再生＞ 

 
行政 

郷づく
り事務
所 

始まりの
地元学 

分野・集落ごとの
小グループ形成 

横つなぎの 
場・仕組づくり 

発
展
軸
Ⅰ 

近隣循環 

地
元
循
環
の
輪 

＜2009年度～2010年度前半＞ 



小
規
模
・分
散 

的
資
源
・居
住
分
布 

地域 
住民 

＜発展ステージⅡ＝移住者・行政・域外とのつながり拡大＞ 

 
行政 

郷づく
り事務
所 

移住
者 

パート
ナーエ
リア 

専門家 
先進地 
大学生 
企業 

 

都市 
住民 

発
展
軸
Ⅱ 

人材育成 
システム 

集落支援員 
地域おこし協力隊 
地域マネージャー 

地
元
循
環
の
輪 

近隣循環 

共
生
交
流
の
輪 

人口還流の輪 

●
社
会 

●
経
済 

の
統
合
持
続
性 

●
環
境 

●新たな結節（ハブ）機能
＝社会的企業体＋ 
地域マネジメント人材＋ 
拠点（郷の駅） 

ネオ内発的発展 

＜2010年度後半 
  ～2011年度＞ 



小
規
模
・分
散 

的
資
源
・居
住
分
布 

地域 
住民 

<発展ステージⅢ＝地元の主体性による人口還流の始動> 

 
行政 

郷づく
り事務
所 

移住
者 

パート
ナーエ
リア 

専門家 
先進地 
大学生 
企業 

 

都市 
住民 

発
展
軸
Ⅲ 

人材育成 
システム 

郷の案内 

人
口
還
流 

集落支援員 
地域おこし協力隊 
地域マネージャー 

地
元
循
環
の
輪 

広がりの
地元学 

近隣循環 

共
生
交
流
の
輪 

人口還流の輪 

●
社
会 

●
経
済 

の
統
合
持
続
性 

●
環
境 

定住自治区 
制度 

郷
の
駅 

新しい過疎債 
ソフト県事業 
等の横断的支援 

●新たな結節（ハブ）機能
＝社会的企業体＋ 
地域マネジメント人材＋ 
拠点（郷の駅） 

全国 
展開へ 

総務省 
サポ人ネット 

ネオ内発的発展 

＜2011年度末 
  ～2012年度＞ 



パートⅢ 全国展開するためのシナリオの概略と
CO2削減効果の定量化 

 
＜対応する研究開発目標＞ 
④『郷』モデルの普及を担う人材育成システムの提示 
 

⑤脱温暖化・環境共生の『郷』」の制度的提示と全国的な連携・
普及 

＜１＞中山間地域に根ざした複合型人材育成システムの開発と普及 
  
 
＜２＞全国展開に向けた総括シナリオ～1万分の1モデルとしての「弥栄モデル」 



●「ダーチャ・ライフ」ＷＳ（H20） 

 ロシアの二地域居住に学ぶ 

●環境共生×地域再生セミナー(H21) ●地元商品開発の企画(H22) 

 小坂バーガーの開発・販売 

●大学院ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ（H23） 
●地域サポート人ネットワーク 
全国協議会設立と全国研修（H23） 

●学生も参加した研修宿泊
施設整備（H24） 

＜１＞中山間地域に根ざした複合型人材育成システムの開発と普及 



＜２＞全国展開に向けた総括シナリオ～1万分の1モデルとしての「弥栄モデル」 

＊集落ごとの 
品目数 

①人口規模 500～3,000人規模：平均1,500人前後 

②面積 10～100km2  ：平均30km2前後 

③行政機能 自治区役所（市町村役場支所の機能も兼ねる） 

④条例制定権 自治区協議会にあり（適用範囲は自治区内に限定） 

⑤主要財源 固定資産税、地域内の再生可能エネルギーからの剰余金等 

⑥財産区制度 あり（対象：森林、河川、公園等） 

⑦人口還流 長期的な人口シナリオを策定し、「つながる」定住スタイル推進 

⑧郷づくり事務所 設立準備期に配置（5名程度の専門化を配置） 

⑨地域マネジメント 分野横断型地域マネジメント法人（郷の駅やエネルギー、交通等） 

⑩経済機能 地域内循環を重視した暮らし密着型 

⑪生活機能 「郷の駅」周辺に一次的な教育、医療、商業機能等を複合整備 

⑫交通システム 「郷の駅」を核にしたOur Carシステム、旅客複合輸送実施 

⑬ｴﾈﾙｷﾞｰ・脱温暖化 地域内の再生可能エネルギーで自給（森林、河川、太陽光等） 

⑭環境管理 環境共生の基本単位、専門的なレンジャーを配置（2～3名） 

⑮パートナーエリア 近隣都市部の自治区と食料・エネルギー等の循環共生を促進 

●「定住自治区」の基本的要件 

脱温暖化・環境共生の基本単位として
「定住自治区」制度を創設 



全国展開シナリオ 2010～2050 

年代 2010 2015 2020 2025 2030 2040 2050

ＣＯ２削減率 ０％ ５～10％ 15％ 20～25％ 37％ 59％ 80％

中山間人口 1,470万人 1,833万人 2,204万人 2,678万人 3,173万人 4,306万人 5,444万人

主要
プロ
セス

制度
設計

人材
育成

住民・
移住者
年齢

昭和ひとけた世代 80～89歳 85～94歳 90～99歳

団塊世代 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～85歳 90～99歳

移住者夫婦（30代前半で移住） 移住準備 33歳 38歳 43歳 53歳 63歳祖父母

移住者子供（４歳以下で移住） 誕生 3歳 13歳 18歳 23歳 33歳結婚・出産

包
括
的
実
施
フ
レ
ー
ム

東日本
大震災

国
民
的
合
意
形
成

中山間地域
の存続危機

都市団地の
一斉高齢化

長期的な
ｴﾈﾙｷﾞｰ
･脱温暖化
戦略

未
来
像

国土の
かたち

未来の
かたち

都市の
かたち

第１陣 300
定住自治区（試行）

第３陣 3,000
定住自治区

第２陣 2,700
定住自治区

第４陣 4,000
定住自治区

政
策
試
行
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
系

①定住自治特区
②資源・環境容量調査
③内発力醸成（地元学）
④人口還流計画策定
⑤移住促進プログラム
⑥再生エネルギー開発
⑦小規模循環型産業振興
⑧「郷づくり法人」設立
⑨「郷の駅」＆新交通
⑩パートナーエリア協定
⑪郷づくり人材育成

プロトタイプ実践
→ﾏｽ･ﾛｰｶﾘｽﾞﾑ的進化

①地方自治法、過疎法改定

＊財産共有化関連法
②国勢調査、農林ｾﾝｻｽ等と
統合した環境共生ｾﾝｻｽ
③④⑤郷還り促進法
⑥再生エネルギー支援法
⑦小規模循環型産業支援法
⑧「郷づくり法人」設立支援法

⑨「郷の駅」＆新交通推進法
⑩パートナーエリア促進法
⑪郷づくり人材育成推進法

現
行
法
制
度
、
自
治
制

度
、
統
計
等
の
見
直
し

「平成の大合併」10年経過 連携検討、ﾏｽ･ﾛｰｶ
ﾘｽﾞﾑ的政策形成

法
的
・制
度
的
裏
付
け

現
行
の
人
材
配
置
、
育
成
シ

ス
テ
ム
等
の
見
直
し

集落
支援員
地域おこし
協力隊
等の
普及

協力隊
OBｺｰｽ

地域ﾘｰﾀﾞｰ研修

学部生コース
*地域づくり奨学生

中山間
地域
連合
大学院
&ｻﾎﾟｰﾄ

ｾﾝﾀｰ
×１０

Ver.2

Ver.3

人材育成プログラムへ反映

現地勤務（第１陣）①

現地勤務（第２陣）①

現地勤務（第３陣）①

現地勤務（第４陣）①

同 ② 同 ③

同 ②

同 ②

ｲﾝ
ﾀｰﾝ

ｲﾝ
ﾀｰﾝ

ｲﾝ
ﾀｰﾝ

ｲﾝ
ﾀｰﾝ

Ver.1
公務員研修

人材育成プログラムへ反映

複
合
型
人
材
育
成
拠
点×

３

都
市
再
生
コ
ー
ス
も

本
格
始
動

人材育成プログラムへ反映

中
間
時
点

総
見
直
し

現場実践の課題と成果に対応し、柔軟に改良

以
降
、
成
熟
・進
化

全
国
中
山
間
地
域
で
の
実
現

都市部における「定住自治区」設立検討
＆準備＆試行

第１陣都
市
部
実
施

フ
レ
ー
ム

都市再生コース準備

第２陣

第３陣

安定・成熟
ステージ

中山間
現場実践

社会＆科
学技術

都市部
現場実践

社会＆科
学技術

社会技術

（制度設
計）

社会技術

（人材育
成）

脱温暖化・
環境共生の
社会ＯＳ技術
としての集大成

①温暖化
②集中型国土
③中山間危機
の複合的解決

アジア、アフリカ諸
国への社会ＯＳ輸
出、技術移転、人
材育成支援

都市の「定住自治区」制度
導入に関わる制度検討

中山間地域・都市との共
生に関わる制度検討

（例）都市・農村計画法等

連携検討、ﾏｽ･ﾛｰｶ
ﾘｽﾞﾑ的政策形成

人
口

還
流 人

口
還
流

人
口

還
流

人
口

還
流

人
口

還
流

人
口

還
流

人
口

還
流

関連プログラム
の始動準備、
先行的実施

法
的
・制
度
的
裏
付
け

転換始動期 本格転換期 転換成熟期 定常化期 安定期

複
合
的
な
社
会
問
題
状
況

本プロジェクト
地球
温暖化

転換準備期

3,000人 3,000人 3,000人

30,000人

30,000人

40,000人

30,000人

30,000人

地域
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

ｸﾞﾘｰﾝﾚﾝｼﾞｬｰ

地元
循環圏



● 「小規模・分散性」＋「結節機能」＝近隣循環＋複合性 

住民、集落、分野、作物
ごと小規模・分散的

→重要な結節機能
（つなぐ人・組織・拠点）

従
来

「規模の
経済」

特定分野
の「振興」

多くの他分野は衰退

資
源
荒
廃

循
環
断
絶

0.20.3

0.３
0.２

0.2

1.0

0.1

0
0

0

2.0

0.３

0.3

0.２

結節
機能

今後のパラダイム転換＝「規模の経済」原理からの脱却 

中
山
間
地
域
の
特
性 

分
野
・地
域
を
横
断
し
た
「つ
な
ぎ
役
」が
ポ
イ
ン
ト 


